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ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
（
川
又
）

一　

は
じ
め
に

二　
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
の
出
版

三　
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
本
文
お
よ
び
『
補
遺
』
の
相
違

四　

お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

　

筆
者
は
か
つ
て
、
平
成
二
三
年
度
日
本
大
学
短
期
Ａ
海
外
派
遣
研
究
員

と
し
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
財
政
思
想
の
生
成
と
展
開
」
研
究
の

た
め
、
平
成
二
三
年
七
月
一
五
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
訪
ね
た
。
こ
の
訪
問
の
目
的
は
、
一
六
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

お
け
る
経
済
・
財
政
学
界
を
支
配
し
た
官
房
学
派
の
人
た
ち
、
す
な
わ
ち

カ
メ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
原
典
、
関
連
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
思
想
が
伝
播
、
受

容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
官
房
学
そ
し
て
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
著
作
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て

刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
そ
の
調
査
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

カ
メ
ラ
リ
ス
ト
の
中
で
、
そ
の
前
・
後
期
を
通
じ
て
代
表
者
の
一
人
に

数
え
ら
れ
る
Ｖ
・
Ｌ
・
ｖ
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
二
六
―
一
六
九

二
）
は
、
そ
の
主
著
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
を
一
六
五
六
年
に
著
し
た
。
こ

の
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
は
初
版
一
六
五
六
年
か
ら
、
一
六
六
〇
年
、
一
六

六
五
年
、
一
六
七
〇
年
、
一
六
七
八
年
、
一
六
八
七
年
、
そ
し
て
ゼ
ッ
ケ

ン
ド
ル
フ
の
没
後
、
一
六
九
五
年
、
一
七
〇
〇
年
、
一
七
〇
三
年
、
一
七

一
一
年
、
一
七
二
〇
年
、
一
七
三
七
年
、
最
終
一
七
五
四
年
版
ま
で
、
各

版
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
近
年
も
一
九
七
二
年
に
一
七
三
七
年
版
が
、

一
九
七
六
年
に
一
六
六
五
年
第
三
版
が
そ
れ
ぞ
れ
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
初

二
九
一

　

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相

川
　
　
又
　
　
　
　
　
祐



版
に
は
二
種
類
あ
る
こ
と
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
（
川
又
、
二
〇
〇

八
）。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
一
六
五
六
年
版
、
一
六
六
五
年
版
二
点
、

一
六
七
〇
年
版
、
一
六
七
八
年
版
、
一
七
三
七
年
版
を
個
人
的
に
入
手
し

て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
と
り
わ
け
、
こ
の
第
三
版
を
中
心
に
検
討
す

る
。

　

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
『
補
遺
』
の
冒
頭
に
「
好
意
的
な
読
者
へ
の
回
想
」

を
置
き
、
第
三
版
出
版
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　

お
よ
そ
九
年
前
、『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
と
い
う
前
述
の
論
文
を
、

私
の
き
わ
め
て
寛
大
な
る
主
君
、
ザ
ク
セ
ン
・
ユ
ー
リ
ヒ
・
ク
レ
ー

フ
ェ
・
ベ
ル
ク
な
ど
な
ど
の
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
御
指
示
に
よ
り
私
が

出
版
し
た
時
、
私
は
、
宮
廷
の
新
任
官
僚
が
、
他
の
文
書
で
は
当
該

テ
ー
マ
に
つ
い
て
あ
ま
り
多
く
の
事
柄
を
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
本
書
が
不
便
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に

と
の
希
望
を
少
々
抱
い
た
の
だ
が
、
私
は
本
書
に
第
二
版
が
来
よ
う

な
ど
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
母
国

〔
ド
イ
ツ
〕
語
に
よ
る
文
献
が
長
い
年
月
を
数
え
る
こ
と
も
、
あ
る

い
は
大
き
な
需
要
を
有
す
る
こ
と
も
な
い
こ
と
を
、
私
は
承
知
し
て

い
た
。
そ
の
上
、
本
書
が
一
貫
し
て
気
に
入
ら
れ
る
も
の
に
は
な
ら

な
い
こ
と
も
、
と
り
わ
け
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
私
は
最
初
か
ら
気

づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
経
験
豊
か
な
宮
廷
の
大
臣
た
ち
で

あ
れ
ば
〔
本
書
を
〕
必
要
と
し
た
り
お
も
し
ろ
が
っ
た
り
す
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
均
的
な
そ
し
て
新
任

の
人
た
ち
は
よ
り
多
く
の
情
報
を
こ
の
本
、
あ
の
本
と
欲
し
て
い
る
。

何
人
か
は
、
い
く
つ
か
の
状
況
・
名
称
に
お
い
て
、
彼
ら
が
置
か
れ

て
い
る
場
所
で
変
わ
っ
て
い
け
る
適
応
能
力
を
持
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
多
く
の
人
は
、
私
が
本
書
を
法
規
則
の
手
本
、
教
訓
、
引
用

で
飾
り
付
け
、
多
く
の
見
せ
か
け
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
と
思
い
込
ん

で
い
る
。
少
な
か
ら
ず
の
人
た
ち
も
、
私
が
教
会
事
項
で
記
述
し
た
、

そ
し
て
本
書
の
序
言
（V

orrede

）
に
お
い
て
保
護
し
解
説
し
た
諸

原
理
の
い
く
つ
か
を
嫌
悪
す
る
で
あ
ろ
う
。
ど
ん
な
に
考
え
て
も
、

本
書
の
こ
と
を
、
そ
れ
以
上
と
く
に
注
意
が
要
ら
な
い
、
い
わ
ば
支

度
を
終
え
た
子
供
の
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
以
外
、
考
え
る
必
要
は

な
い
で
あ
ろ
う
と
私
は
推
測
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
出
版
者

が
、
四
折
版
の
初
版
を
ま
も
な
く
完
売
し
て
、
新
版
に
取
り
か
か
る

こ
と
を
決
心
し
た
、
と
私
に
知
ら
せ
て
き
た
時
、
私
は
出
版
者
の
随

意
と
危
険
と
で
行
わ
せ
た
。
そ
こ
で
考
え
た
の
は
、
初
版
で
度
重

な
っ
て
犯
さ
れ
た
誤
植
が
免
れ
、
改
訂
さ
れ
る
こ
と
、
だ
け
で
あ
っ

た
。
苦
労
し
て
一
冊
の
手
書
き
修
正
を
〔
出
版
者
に
〕
付
け
て
や
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
修
正
が
さ
れ
な
い
ま
ま
〕
修
正
版
と
称
し

た
拙
劣
な
八
折
本
の
第
二
版
が
、
出
版
者
に
よ
っ
て
出
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
う
し
た
不
注
意
あ
る
い
は
無
分
別
に
ひ
と
は
驚
か
な
い

二
九
二



ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
（
川
又
）

で
欲
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
そ
の
本
を
見
る
の
も
、
あ
る
い
は

手
に
取
る
こ
と
も
、
そ
し
て
そ
れ
以
来
、
私
の
そ
ば
に
置
く
の
も
嫌

に
な
っ
て
、
そ
れ
を
別
の
形
態
に
作
り
替
え
る
こ
と
、
時
間
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
語
で
そ
れ
ら
を
書
き
表
す
こ
と
も
嫌
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
何
年
に
も
わ
た
っ
て
望
ん
で
き
た
、
業
務
・
職
務
に
お
け

る
自
分
の
責
務
の
軽
減
が
実
現
さ
れ
た
の
で
、
ま
た
自
分
の
思
い
つ

き
や
企
図
を
未
完
の
ま
ま
に
し
て
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
に
、
本
書
第

三
版
、
少
な
く
と
も
誤
植
を
大
部
分
廃
棄
し
、
活
字
と
用
紙
を
良
く

し
心
地
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
つ
も
り
で
、
ま
た
私
自
身
の
費
用
で
、

私
の
住
所
地
で
、
密
か
に
良
い
機
会
に
そ
れ
を
実
行
す
る
考
え
で

あ
っ
た
。
以
前
の
版
の
出
版
者
が
私
に
い
ろ
い
ろ
言
い
立
て
た
の
で
、

結
局
、
新
し
い
結
論
に
動
か
さ
れ
、「
増
補
」
に
よ
っ
て
い
く
つ
か

資
料
を
こ
の
新
版
に
付
け
加
え
る
こ
と
を
決
心
し
た
（Seckendorff, 

A
dditiones, pp.3-6.

）。
…

オ
ー
ベ
ル
ン
ツ
ェ
ン
、
エ
ル
フ
ァ
、
グ
ン
ペ
ル
ダ
の

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

ザ
ク
セ
ン-

ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
公
枢
密
参
議
官
、
カ
ン
ツ
ラ
ー
、

ツ
ァ
イ
ツ
の
シ
ュ
テ
ィ
フ
ト
宗
務
庁
長
官
、

ザ
ク
セ
ン
公
の
イ
エ
ナ
総
合
宮
廷
裁
判
官
、

な
ど
な
ど
（Seckendorff, A

dditiones, p.11.

）

　

こ
れ
を
読
む
と
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
二
版
の

出
版
を
当
初
は
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
市
場
の
好
反
響

に
驚
き
を
隠
せ
ず
に
第
二
版
の
刊
行
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド

ル
フ
の
意
向
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
初
版
の
出
版
者
ト
マ
ス
・
マ

テ
ィ
ア
ス
・
ゲ
ッ
ツ
ェ
（T

hom
as M

atthias Götze. 1623-1

（
１
）

672

）
に

対
し
て
手
書
き
修
正
を
送
っ
て
改
訂
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

が
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
う
や
く
宮
廷
に
お
け
る
重
責
が

軽
減
さ
れ
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
改
訂
に
取
り

か
か
っ
た
。
最
初
は
、
自
分
の
意
向
を
無
視
し
た
ゲ
ッ
ツ
ェ
抜
き
で
刊
行

を
計
画
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
事
情
が
働
き
、
ゲ
ッ
ツ
ェ
も

加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
版
は
、
本
文
を
全
面
的
に
改
訂
す
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
本
文
に
『
補
遺
（
増
補
）』
を
追
加
す
る
二
部
構
成
が
最

終
的
に
採
用
さ
れ
た

（
２
）。

そ
し
て
一
六
六
四
年
に
補
遺
の
執
筆
が
終
了
し
て
、

翌
一
六
六
五
年
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
の
出
版

　

も
と
も
と
、『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
、
八
折
り
判
は
ど
の
よ
う
な

形
式
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
第
三
版
原
典
二
点
と
そ
の

復
刻
版
一
点
と
を
所
有
し
て
い
る
が
、
原
典
二
点
を
筆
者
本
Ａ
、
筆
者
本

Ｂ
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
三
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

筆
者
本
Ａ
。『
補
遺
』
合
冊
版
。
背
表
紙
表
題 “Seckendendorf 

［sic

］ 

二
九
三



二
九
四

Stat. N
un zum

 drittenm
ahl übersehen und auffgelegt, 

A
uch m

it einer gantz-neuen Zu-Gabe, Sonderbarer und 
w

ichtiger M
aterien um

b ein gorosses T
heil verm

ehret. 
M

it C
hurfürstli. Sächsischen V

icariats Privilegio. 
Franckfurt am

 M
ayn, In V

erlegung T
hom

. M
atthiae 

Götzens. 1665.

　
　
　
［2

］, ［16

］, ［1

］, 2-51, 51

［i.e. 52

］, 53-137, 128

［i.e. 138

］, 
139-265, 276

［i.e. 266

］, 267-269, 271

［i.e. 270

］, 270

［i.e. 
271

］, 272-389, 360

［i.e. 390

］, 391-439, 740

［i.e. 440

］, 
441-479, 

［480

］, 481-652, 65

［i.e. 653

］, ［654

］, 655-878, 

［Register 29, Extract 4

］ p. ; 

［1-3

］, 4-40, 61

［i.e. 41

］, 
42-70, 73-74

［i.e. 71-72

］, 73-136, 237

［i.e. 137

］, 138-
219, 20

［i.e. 220

］, 221-237 p.

　
　
　

Signature: π
1, ）◦（

8A
-Z

8 A
a-Zz

8 A
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復
刻
本
（
二
巻
本
）

　
H

errn V
eit Ludw

igs von Seckendorff, zc. T
eutscher Fürsten 

Stat. N
un zum

 drittenm
ahl übersehen und auffgelegt, 

A
uch m

it einer gantz-neuen Zu-Gabe, Sonderbarer und 
w

ichtiger M
aterien um

b ein gorosses T
heil verm

ehret. 
M

it C
hurfürstli. Sächsischen V

icariats Privilegio. 

T
eutscher Fürsten Stat”

。
旧
蔵
書
票 “Bibliothek Bela 

M
arkovits” 

つ
き
。

　

H
errn V

eit Ludw
igs von Seckendorff, zc. T

eutscher Fürsten 
Stat. N

un zum
 drittenm

ahl übersehen und auffgelegt, 
A

uch m
it einer gantz-neuen ZuGabe, Sonderbarer und 

w
ichtiger M

aterien um
b ein gorosses T

heil verm
ehret. 

M
it C

hurfürstli. Sächsischen V
icariats Privilegio. 

Franckfurt am
 M

ayn, In V
erlegung T

hom
. M

atthiae 
Götzens. 1665.

　
　
　
［2

］, ［16

］, ［1

］, 2-51, 51

［i.e. 52
］, 53-137, 128

［i.e. 138

］, 
139-265, 276

［i.e. 266

］, 267-269, 271
［i.e. 270

］, 270

［i.e. 
271

］, 272-370, 3

［i.e. 371

］, 372-389, 360
［i.e. 390

］, 391-
439, 740

［i.e. 440

］, 441-512, 5

［i.e. 513
］, 514-652, 65

［i.e. 
653

］, ［654

］, 655-878, 

［Register 29, Extract 4
］ p. ; 

［1-
3

］, 4-40, 61

［i.e. 41

］, 42-70, 73

［i.e. 71

］, 72-136, 237

［i.e. 137

］, 138-219, 20

［i.e. 220

］, 221-237 p.

　
　
　

Signature: π
1, ）◦（

8A
-Z

8 A
a-Zz

8 A
aa-Lll 8; A

-O
8 P

7

筆
者
本
Ｂ
。『
補
遺
』
合
冊
版
。
背
表
紙
表
題 “V

. L. von Seckendorff, 
T

eutscher Fürsten Stat”

。
虫
食
い
に
よ
る
穴
あ
り
。

　

H
errn V

eit Ludw
igs von Seckendorff, zc. T

eutscher Fürsten 



ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
（
川
又
）

二
九
五

Franckfurt am
 M

ayn, In 
V

erlegung T
hom

. M
at-

thiaeGötzens. 1665.

　
　
　
［2

］, ［16
］, ［1

］, 2-5, 

［6

］, 
7-137, 128

［i.e. 138

］, 
139-653, 

［654
］, 655-878, 

［Register 29, Extract 4

］ 
p. 

［1-3

］, 4-237 p.

　
　
　

Signature: π
1, ）◦（

8A
-Z

8 A
a-

Zz
8 A

aa-Lll 8; A
-O

8 P
7

　

さ
て
、
こ
の
第
三
版
をV

（
３
）

D
17

で

検
索
す
る
と
、
現
在
、
ゴ
ー
タ
研
究

図
書
館
所
蔵
本
（
ゴ
ー
タ
本
と
略

称
：V

D
17 39:157216U

）、
ヴ
ォ

ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
の
ア
ウ
グ
ス

ト
公
図
書
館
所
蔵
本
（
ヴ
ォ
ル
フ
ェ

ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
本
と
略
称
：V

D
17 

23:305337Z

）、
ベ
ル
リ
ン
国
立
図

書
館
所
蔵
本
（
ベ
ル
リ
ン
本
と
略

称
：V

D
17 1:691363G

）
の
三
種

表１－１　『ドイツ君主国』第三版表題頁

①筆者本Ａ ②筆者本Ｂ ③ベルリン本（筆者撮影）
VD17 1:691363G

④ゴータ本
VD17 39:157216U

⑤ヴォルフェンビッテル本
VD17 23:305337Z ⑥復刻本



二
九
六

類
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

表
１

－
１
の
画
像
は
す
べ
て
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
一
六
六
五
年
第
三
版

の
表
題
頁
で
あ
る
。
①
②
は
筆
者
本
Ａ
、
Ｂ
で
、
③
は
ベ
ル
リ
ン
本
で
あ

る
。
そ
し
て
④
が
ゴ
ー
タ
本
、
⑤
が
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
本
で
あ

る
。
⑥
は
や
は
り
筆
者
が
所
有
す
る
復
刻
本
で
あ
る
。
画
像
か
ら
、
①
筆

者
本
Ａ
と
④
ゴ
ー
タ
本
が
、
②
筆
者
本
Ｂ
と
⑤
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ

ル
本
そ
し
て
⑥
復
刻
本
が
同
一
の
も
の
だ
と
分
か
る
。
よ
っ
て
①
筆
者
本

Ａ
、
②
筆
者
本
Ｂ
、
③
ベ
ル
リ
ン
本
の
表
題
頁
を
見
て
み
よ
う
。

　

表
１

－

２
は
こ
れ
ら
三
冊
の
表
題
頁
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
題

頁
は
、
著
者
名
、
表
題
、
版
数
、
補
遺
、
特
認
、
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
、
出
版

地
、
出
版
者
、
刊
行
年
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
著
者
名
は
「
フ
ァ
イ

ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
、
な
ど
な
ど
〔
以

下
省
略
〕、
の
（H

errn V
eit Ludw

igs von Seckendorff. z

［=et

］c.

）」

と
記
さ
れ
て
い
る
。『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
初
版
や
第
二
版
で
は
、
ゼ
ッ
ケ

ン
ド
ル
フ
の
身
分
や
出
身
地
を
表
題
頁
に
記
載
し
て
い
た
が
、
第
三
版
で

は
こ
れ
ら
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、zc

（=etc

）
と
い
う
省
略
記

号
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
補
遺
』
で
は

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
身
分
の
記
載
が
復
活
し
て
い
る
（Seckendorff, 

A
dditiones, p.11.

）。

　

三
冊
を
み
る
と
、
八
か
所
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
表
２
参

照
）。
す
な
わ
ち
⑴
著
者
、
⑵
表
題
、
⑶
版
数
、
⑷
補
遺
、
⑸
オ
ー
ナ
メ

表１－２　『ドイツ君主国』表題頁（和訳）

①筆者本Ａ ②筆者本Ｂ　⑥復刻本 ③ベルリン本

ファイト・ルートヴィヒ・フォン・ゼッケンドルフ
氏、などなど〔以下省略〕、の

『ドイツ
君主国』
校閲して

３度目の刊行
まったく新しい

補遺付

特別のそして重要な
資料が全体にわたり

増補される
ザクセン選帝侯代理人による

特認済み

フランクフルト・アム・マイン
トマス・マティアス・ゲッツェによる出版

1665年

ファイト・ルートヴィヒ・フォン・ゼッケンドルフ
氏、などなど〔以下省略〕、の

『ドイツ
君主国』
校閲して

３度目の刊行
まったく新しい

補遺付

特別のそして重要な
資料が全体にわたり

増補される
ザクセン選帝侯代理人による

特認済み

フランクフルト・アム・マイン
トマス・マティアス・ゲッツェによる出版

1665年

ファイト・ルートヴィヒ・フォン・ゼッケンドルフ
氏、などなど〔以下省略〕、の

『ドイツ君主国』
校閲して

３度目の刊行
まったく新しい

補遺付

特別のそして重要な資料が全体にわたり
増補される

ザクセン選帝侯代理人による
特認済み

フランクフルト、トマス・
マティアス・ゲッツェによる出版

1665年



ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
（
川
又
）

二
九
七

ン
ト
（
飾
り
模
様
）、
⑹
出
版
地
、
⑺
出
版
者
、
⑻
横
線
の
表

記
で
あ
る
。

　

⑴
著
者

　

著
者
の
表
記
や
そ
れ
以
外
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
用
い
ら
れ

て
い
る
活
字
が
ベ
ル
リ
ン
本
だ
け
異
な
っ
て
い
る
。

　

⑵
表
題

　

筆
者
本
Ａ
、
Ｂ
は
表
題
（
書
名
）
の
表
記
が
二
行
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
本
は
一
行
で
あ
る
。
し
か
も
ベ
ル
リ
ン

本
に
だ
け
、Fürsten

とStat

の
間
に
ハ
イ
フ
ン
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　

⑶
版
数

　

ベ
ル
リ
ン
本
の
み
、und

で
改
行
さ
れ
て
い
る
。

　

⑷
補
遺

　

補
遺
の
表
記
が
、
筆
者
本
Ａ
は
ハ
イ
フ
ン
な
し
のZuGabe

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
筆
者
本
Ｂ
と
ベ
ル
リ
ン
本
はZu

と

Gabe

の
間
に
ハ
イ
フ
ン
が
入
っ
て
い
る
（Zu-Gabe

）。
補
遺

の
中
身
す
な
わ
ち
増
補
の
説
明
「
特
別
の
そ
し
て
重
要
な
資
料

が
全
体
に
わ
た
り
増
補
さ
れ
る
」
に
関
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
本
は
、

筆
者
本
二
冊
が
三
行
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、

ein

で
改
行
さ
れ
て
い
る
た
め
に
全
部
で
二
行
と
な
っ
て
い
る
。

　

⑸
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
（
飾
り
模
様
）

表２　『ドイツ君主国』第三版表題頁の相違

①筆者本Ａ ②筆者本Ｂ　⑥復刻本 ③ベルリン本

⑴著者 Herrn
Veit Ludwigs von Seckendorff, zc.

Herrn
Veit Ludwigs von Seckendorff, zc.

Herrn
Veit Ludwigs von Seckendorff, zc.

⑵表題
Teutscher

Fürsten Stat
２行表記　ハイフンなし

Teutscher
Fürsten Stat

２行表記　ハイフンなし
Teutscher Fürsten-Stat
１行表記　ハイフンあり

⑶版数
Nun zum drittenmahl übersehen 

und auffgelegt, 
übersehen で改行

Nun zum drittenmahl übersehen 
und auffgelegt, 

übersehen で改行

Nun zum drittenmahl übersehen und 
auffgelegt, 
und で改行

⑷補遺・増補

Auch mit einer gantz-neuen 
ZuGabe, 

Sonderbarer und wichtiger 
Materien umb ein grosses 

Theil vermehret.
５行表記　ZuGabe ハイフンなし
ZuGabe の行と Sonderbarer 以下

との行間に空きあり

Auch mit einer gantz-neuen 

Zu-Gabe, 

Sonderbarer und wichtiger 
Materien umb ein grosses 

Theil vermehret.
５行表記　Zu-Gabe ハイフンあり
Zu-Gabe の前後の行間に空きあり

Auch mit einer gantz-neuen 
Zu-Gabe, 

Sonderbarer und wichtiger Materien umb ein 
grosses Theil vermehret.

４行表記　Zu-Gabe ハイフンあり
Zu-Gabe の行と Sonderbarer 以下との行間に

空きあり

⑸オーナメント
（飾り模様）

１段組み １段組み ２段組み

⑹出版地 Franckfurt am Mayn, Franckfurt am Mayn, Franckfurt, In Verlegung Thomae 
Matthiae Götzens.

アム・マインなし、ゲッツェの名前
が２行⑺出版者 In Verlegung Thom. Matthiae Götzens. In Verlegung Thom. Matthiae Götzens.

⑻刊行年 M. DC. LXV. M. DC. LXV. M. DC. LXV.
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ベ
ル
リ
ン
本
だ
け
、
飾
り
模
様
（
植
物
の
葉
の
ご
と
き
模

様
）
が
二
段
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

⑹
出
版
地

　

筆
者
本
二
冊
は
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
」

と
正
確
に
表
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
本
は

単
に
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

⑺
出
版
者

　

本
書
は
ト
マ
ス
・
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ゲ
ッ
ツ
ェ
（T

hom
as 

M
atthias Götze

）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
が
、
彼
の
姓
名

ラ
テ
ン
語
二
格
表
記
に
関
し
て
筆
者
本
二
冊
がT
hom

.

で

あ
る
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
本
はT

hom
ae
と
な
っ
て

い
る
。

　

⑻
横
線

　

刊
行
年
の
す
ぐ
上
に
あ
る
横
線
で
あ
る
が
、
筆
者
本
二
冊

が
そ
の
一
行
上
のIn

か
らGötzens

ま
で
の
幅
よ
り
も
狭

く
引
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
本
は
二
行
上
の

Franckfurt

か
らT

hom
ae

ま
で
の
幅
よ
り
も
広
く
引
か

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
表
３
の
画
像
の
よ
う
に
、
筆
者
本
Ａ
で
は
、
口

絵
頁
と
表
題
頁
が
左
右
の
頁
で
連
続
し
て
い
る
（
見
開
き
）

が
、
筆
者
本
Ｂ
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
本
で
は
口
絵
頁
と
表
題
頁

表３　『ドイツ君主国』第三版口絵頁と表題頁
①筆者本Ａ ②筆者本Ｂ ③ベルリン本

表４－１　『ドイツ君主国』第三版『補遺』表題頁と第四版『補遺』表題頁
①筆者本Ａ ②筆者本Ｂ 第四版



ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
（
川
又
）

二
九
九

で
あ
り
、
ゴ
ー
タ
に
お
い
て
は
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
か
ら
出
版
の
特
認

（Privileg

）
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
下
で
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

（Peter Schm
id

）
と
シ
ャ
ル
が
印
刷
工
と
し
て
従
事
し
て
い
た
（Berbig, 

p

（
５
）

.325.

）。
表
４

－

１
か
ら
、
一
六
七
〇
年
第
四
版
の
刊
行
に
際
し
て
は
、

本
文
あ
る
い
は
『
補
遺
』
の
表
題
頁
に
ラ
イ
ヘ
ア
と
シ
ャ
ル
の
名
前
は
登

場
し
て
い
な
い
。
以
後
二
人
の
関
与
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ゲ
ッ

ツ
ェ
お
よ
び
そ
の
後
継
者
は
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
一
六
七
八
年
第
五
版

ま
で
そ
の
刊
行
を
担
当
し
て
い
る
。

三
　『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
本
文
お
よ
び
『
補
遺
』
の
相
違

　

上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
筆
者
本
Ａ
、
Ｂ
、
復
刻
本
、
ベ
ル
リ
ン
本
、

ゴ
ー
タ
本
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
本
に
お
け
る
違
い
は
何
を
意
味

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら

な
る
比
較
が
必
要
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
筆
者
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
と
い

う
地
理
的
な
距
離
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
本
の
詳
細
な
比
較
が
実
現
で
き
な

い
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
が
『
補
遺
』
を
所

蔵
し
て
い
る
（
東
大
本
と
略
称
）。
ま
た
、
ド
イ
ツ
へ
の
電
子
メ
ー
ル
で

の
照
会
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
筆
者

本
Ａ
、
Ｂ
、
復
刻
本
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
本
、
ベ
ル
リ
ン
本
そ

し
て
東
大
本
の
比
較
が
実
現
し
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
か
ら
は

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ホ
ー
ク
レ
ー
フ
ェ
（Christian H

ogrefe

）
氏
か
ら
、

が
連
続
し
て
い
な
い

（
４
）。

後
二
者
は
、
口
絵
の
裏
頁
が
空
白
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

次
に
、
表
４

－

１
の
画
像
は
、『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
一
六
六
五
年
第
三

版
『
補
遺
』
の
表
題
頁
、
お
よ
び
筆
者

所
蔵
、
一
六
七
〇
年
刊
の
第
四
版
の
そ

れ
で
あ
る
。

　

表
４

－

１
か
ら
第
三
版
『
補
遺
』
の

出
版
地
と
出
版
者
を
示
し
た
も
の
が
表

４

－

２
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
こ
の
第

三
版
『
補
遺
』の
刊
行
に
は
、
ゴ
ー
タ
の

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ラ
イ
ヘ
ア
（A

ndreas 
Reyher. 1601-1673

）
と
ヨ
ハ
ン
・
ミ

ハ
エ
ル
・
シ
ャ
ル
（Johann M

ichael 
Schall

）
が
新
た
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
ラ
イ
ヘ
ア
は
、
ゼ
ッ
ケ

ン
ド
ル
フ
が
ゴ
ー
タ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

に
在
学
中
、
そ
の
校
長
を
務
め
た
有
名

な
教
育
者
（
校
長
在
職
は
一
六
四
一
年

か
ら
没
す
る
七
三
年
ま
で
）
で
あ
っ
た

（Berbig, pp.322-23, p.325.

）。
ラ
イ

ヘ
ア
は
、
出
版
業
に
も
携
わ
っ
た
人
物

表４－２　『ドイツ君主国』第三版『補遺』の出版地と出版者

『ドイツ君主国』
第三版本文 『補遺』

出版地 フランクフルト・アム・
マイン フランクフルト ゴータ

出版・
印刷者

トマス・マティアス・
ゲッツェ

トマス・マティアス・
ゲッツェ

アンドレアス・ライヘア
ヨハン・ミハエル・シャル



三
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〇

表
５
　『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
の
相
違

①
筆

者
本

Ａ
②

筆
者

本
Ｂ

⑤ヴォルフェンビュッテル本
⑥

復
刻

本（
二

巻
本

）
③

ベ
ル

リ
ン

本
東

大
本（

補
遺

の
み

）

本文

p.104 頭
注

3
Rä-the

Rä-the
Rä-the（

h
あ

り
）

Rä-t e
（

印
刷

の
か

す
れ

か
h な

し
）

p.108 頭
注

5
Zum

 Z
が

巻
い

た
字

体
Z

um
（

印
刷

の
か

す
れ

か
Z

な
し

）
Z

が
筆

者
本

A
と

同
じ

字
体

の
Z

Zum
　

p.129 折
記

号
J あ

り
J あ

り
Jあ

り
J な

し
p.271

270頁
を

271頁
と

誤
植

270頁
を

271頁
と

誤
植

270頁
を

271頁
と

誤
植

誤
植

な
し

270頁
を

271頁
と

誤
植

p.270
271頁

を
270頁

と
誤

植
271頁

を
270頁

と
誤

植
271頁

を
270頁

と
誤

植
誤

植
な

し
271頁

を
270頁

と
誤

植
p.3

371頁
を

3頁
と

誤
植

誤
植

な
し

371頁
を

3頁
と

誤
植

誤
植

な
し

誤
植

な
し

p.386 キ
ャッ

チ
ワ

ード
CA

P-（
正

）
CA

P-（
正

）
CA

P-（
正

）
Sum

-（
誤

）
p.360

390頁
を

360頁
と

誤
植

390頁
を

360頁
と

誤
植

390頁
を

360頁
と

誤
植

誤
植

な
し

390頁
を

360頁
と

誤
植

p.440
440頁

を
740頁

と
誤

植
440頁

を
740頁

と
誤

植
440頁

を
740頁

と
誤

植
誤

植
な

し
440頁

を
740頁

と
誤

植

p.5
513頁

を
5頁

と
誤

植
（

印
刷

の
か

す
れ

か
）

誤
植

な
し

（
か

す
れ

な
し

 p.513）
誤

植
な

し
（

か
す

れ
な

し
 p.513）

誤
植

な
し

（
か

す
れ

な
し

 p.513）
誤

植
な

し
（

か
す

れ
な

し
 p.513）

p.551 キ
ャッ

チ
ワ

ード
gen

あ
り

gen
あ

り
gen

あ
り

な
し

p.65
653頁

を
65頁

と
誤

植
653頁

を
65頁

と
誤

植
誤

植
な

し
p.773文

末
H

の
み

（
a-な

し
）

H
a-（

a-あ
り

）
H

a-（
a-あ

り
）

H
a-（

a-あ
り

）
H

a-（
a-あ

り
）

p.773 キ
ャッ

チ
ワ

ード
ferな

し
ferあ

り
ferあ

り
ferあ

り
ferあ

り

補遺（増補）

p.41
41頁

を
61頁

と
誤

植
41頁

を
61頁

と
誤

植
41頁

を
61頁

と
誤

植
誤

植
な

し
41頁

を
61頁

と
誤

植
41頁

を
61頁

と
誤

植

p.53　
見

出
し

§.43.
（

か
す

れ
て

43に
見

え
る

）
§.13.

§.13.
§.1（

印
刷

の
か

す
れ

か
3な

し
）

§.13.

p.71
71頁

を
73頁

と
誤

植
71頁

を
73頁

と
誤

植
71頁

を
73頁

と
誤

植
誤

植
な

し
71頁

を
73頁

と
誤

植
71頁

を
73頁

と
誤

植
p.72

72頁
を

74頁
と

誤
植

72頁
を

74頁
と

誤
植

誤
植

な
し

p.111 キ
ャッ

チ
ワ

ード
nicht

nicht
nicht

nich-
（

印
刷

の
か

す
れ

か
tな

し
）

nicht

p.126 
§.33.見

出
し

な
し

§.33.見
出

し
な

し
§.33.見

出
し

な
し

§.33.見
出

し
な

し
§.33.見

出
し

な
し

p.137
137頁

を
237頁

と
誤

植
137頁

を
237頁

と
誤

植
137頁

を
237頁

と
誤

植
誤

植
な

し
137頁

を
237頁

と
誤

植
137頁

を
237頁

と
誤

植
p.182　

見
出

し
§.42.を

§.41.と
誤

植
§.42.を

§.41.と
誤

植
§.42.を

§.41.と
誤

植
§.42.を

§.41.と
誤

植
§.42.を

§.41.と
誤

植
§.42.を

§.41.と
誤

植

p.206　
頭

注
§.43.

3.の
み

（
印

刷
の

か
す

れ
か

 §記
号

と
4な

し
）

§.43.
3.の

み
（

印
刷

の
か

す
れ

か
 

§記
号

と
4な

し
）

3.の
み

（
印

刷
の

か
す

れ
か

 
§記

号
と

4な
し

）
p.20

220頁
を

20頁
と

誤
植

220頁
を

20頁
と

誤
植

220頁
を

20頁
と

誤
植

誤
植

な
し

220頁
を

20頁
と

誤
植

220頁
を

20頁
と

誤
植

p.235
34.を

54.と
誤

植
34.を

54.と
誤

植
34.を

54.と
誤

植
34.を

54.と
誤

植
34.を

54.と
誤

植
34.を

54.と
誤

植
紙

薄
紙

薄
紙

厚
紙



ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
（
川
又
）

三
〇
一

八
六
頁
の
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ド
（Catch-

w
ord

）
に
関
し
て
は
、
筆
者
本
に
お
い

て
は
正
し
い
表
記CA

P-

で
あ
っ
た
の

に
、
印
刷
の
過
程
に
お
い
て
何
ら
か
の
手

違
い
で
、
復
刻
本
に
お
い
て
、
誤
っ
た

Sum
-

に
直
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
同
様
に
、
筆
者
本
に
は
あ
っ
た
も
の

が
、
復
刻
本
に
な
い
も
の
も
存
在
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
一
二
九
頁
の
折
記
号
Ｊ
、

五
五
一
頁
の
キ
ャ
ッ
チ
ワ
ー
ドgen

が

そ
れ
に
該
当
す
る
。
両
者
の
相
違
は
、
印

刷
の
か
す
れ
に
よ
る
影
響
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
復
刻
本
の
ペ
ー
ジ

表
記
は
、
筆
者
本
Ｂ
と
は
明
ら
か
に
異

な
っ
て
い
る
の
で
、
復
刻
本
の
原
典
は
、

筆
者
本
Ｂ
よ
り
も
後
に
印
刷
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
（
図
１
）。

　

で
は
『
補
遺
』
に
も
違
い
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
各
版
の
相
違
は
や
は
り
表
５

に
示
さ
れ
て
い
る
。『
補
遺
』
復
刻
本
で

は
や
は
り
、
ペ
ー
ジ
番
号
の
誤
植
が
直
さ

ベ
ル
リ
ン
か
ら
は
エ
フ
ァ
・
ロ
ー
ト
キ
ル
ヒ
（Eva Rothkirch

）
女
史

か
ら
回
答
メ
ー
ル
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
回
答
を
基
に

し
て
、
本
文
や
補
遺
に
関
す
る
両
者
の
相
違
を
表
５
に
ま
と
め
た
（
表
中

の
斜
線
部
は
メ
ー
ル
で
の
回
答
が
な
か
っ
た
部
分
を
、
空
欄
は
比
較
が
で

き
な
か
っ
た
部
分
を
表
す
）。

　

こ
の
比
較
の
結
果
、
そ
し
て
二
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
の
出
版
で

示
し
た
書
誌
（
折
記
号
）
な
ど
か
ら
、
筆
者
本
Ａ
、
Ｂ
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン

ビ
ュ
ッ
テ
ル
本
、
ベ
ル
リ
ン
本
、
そ
し
て
東
大
本
は
、
表
題
頁
は
変
更
さ

れ
て
は
い
る
が
、
同
じ
組
版
を
用
い
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
印
刷
の
際
、
ペ
ー
ジ
番
号
表
記
な
ど
不
都
合
が
あ
れ
ば
訂
正

を
施
し
た
結
果
が
、
そ
の
差
と
な
っ
て
表
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『
ド
イ
ツ

君
主
国
』
は
三
種
類
の
表
題
頁
を
持
つ
の
だ
が
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
『
ド

イ
ツ
君
主
国
』
の
公
刊
順
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
筆
者
本
Ａ
と

Ｂ
で
は
、Zu-Gabe

と
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
の
方
が
遅
い
と
い

う
こ
と
は
言
え
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
本
は
、
筆
者
本
Ａ
の
前
に
印
刷

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
表
題
頁
を
替
え
て
筆
者
本
Ａ
が
印
刷
さ
れ
た
可
能

性
と
、
あ
る
い
は
筆
者
本
Ｂ
の
後
に
、
や
は
り
表
題
頁
を
替
え
て
、
ベ
ル

リ
ン
本
が
印
刷
さ
れ
た
可
能
性
の
二
つ
が
あ
る
の
で
あ
る
。（
あ
る
い
は
、

筆
者
本
Ａ
、
Ｂ
の
中
間
に
公
刊
さ
れ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。）

　

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
本
Ａ
な
ど
に
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
誤
植
が
復
刻

本
で
は
そ
れ
が
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
６
）。

三

図１　『ドイツ君主国』第三版公刊順の可能性

③

①

①

②

⑤ ③

②

⑤



三
〇
二

も
三
つ
の
異
な
る
表
題
頁
を
持
つ
版
が
存
在
し
て
い
る
。

②　

東
大
本
の
印
刷
用
紙
は
、
筆
者
本
と
異
な
っ
て
い
る

（
７
）。

の
二
点
で
あ
る
。

　

初
版
以
降
の
刊
行
総
部
数
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
初
版
一
六
五
六
年

か
ら
最
終
一
七
五
四
年
版
ま
で
、
数
々
の
版
が
数
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
に
対
す
る
需
要
が
大

き
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
最
終
的
に
各
版
の
刊
行
総
部
数
は
膨
大

な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
一
七
二
七
年
に
Ｓ
・
Ｐ
・
ガ
ッ
サ
ー
（
一
六

七
六
―
一
七
四
五
）
が
ハ
レ
大
学
に
お
い
て
官
房
学
講
座
を
担
当
す
る
教

員
に
就
任
し
た
際
、
そ
の
当
初
『
ド
イ
ツ
君
主
国

（
８
）』

を
用
い
て
授
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（Gasser, V

orbericht, p.1.

）。
そ

の
こ
と
は
、
一
七
二
七
年
当
時
で
も
流
通
量
が
大
き
く
、『
ド
イ
ツ
君
主

国
』
が
入
手
し
易
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

初
版
か
ら
最
終
ビ
ー
ヒ
リ
ン
ク
版
ま
で
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
出
版
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な
る
。
初
版
か
ら
最
終

ビ
ー
ヒ
リ
ン
ク
版
ま
で
全
体
の
照
合
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
。

　

最
後
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
に
つ
い
て

解
明
さ
れ
て
い
な
い
疑
問
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

①　

な
ぜ
、
第
三
版
に
ラ
イ
ヘ
ア
や
シ
ャ
ル
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。
彼
ら
と
ゲ
ッ
ツ
ェ
と
の
役
割
分
担
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

れ
て
い
る
。『
補
遺
』
の

印
刷
も
ま
た
、
復
刻
本
原

典
の
公
刊
順
は
最
後
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
本
と
東

大
本
に
関
し
て
、
印
刷
さ

れ
た
用
紙
が
筆
者
本
は
東

大
本
に
比
較
し
て
薄
手
の

も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
用

紙
の
違
い
か
ら
両
者
の
間

に
は
明
ら
か
に
、
印
刷
上

の
時
間
的
差
異
、
あ
る
い

は
場
所
的
差
異
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　

今
回
明
ら
か
に
で
き
た

の
は
、

①　
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』

第
三
版
に
は
少
な
く
と

図２　『補遺』公刊順の可能性

②

⑤

①

③
復刻本原典



ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
（
川
又
）

三
〇
三

も
、
一
六
七
二
年
、
四
九
歳
で
亡
く
な
る
。
彼
の
周
り
に
は
、
き
わ
め
て
有
能

な
従
業
員
で
あ
り
娘
婿
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ッ
チ
ェ
（Johann Fritzsche

）、
ゲ

オ
ル
ク
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
エ
ー
ア
リ
ン
ク
（Georg H

einrich Ö
hrling

）、
ヨ

ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
レ
デ
ィ
ッ
チ
ュ
（Johann Friedrich Gle

ditsch

）、
息
子
ト
マ
ス
・
ミ
ハ
エ
ル
・
ゲ
ッ
ツ
ェ
（T

hom
as M

ichael

）
ら

が
い
た
。
ゲ
ッ
ツ
ェ
の
後
継
者
ト
マ
ス
・
ミ
ハ
エ
ル
は
、
拠
点
を
そ
の
後
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
に
移
し
て
い
く
（Brauer, 592.

）。

　
　

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
出
版
に
ゲ
ッ
ツ
ェ
お
よ
び
そ
の

後
継
者
が
関
わ
っ
た
の
は
一
六
七
八
年
第
五
版
ま
で
で
あ
る
。
ま
た
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
の
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
国
』（
一
六
八
五
年
）
の
出
版
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
で
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
レ
デ
ィ
ッ
チ
ュ
が
担
当
し
て
い
る
。

（
２
）　

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
「
索
引
（Regsiter

）」
の
後
で
、『
補
遺
』
第
三
六

節
と
の
関
連
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
論
文
『
格
言
集
』
を
紹
介
し
て
い
る
（Joly, 

p. 209 ff.

）。
こ
の
紹
介
は
、
少
な
く
と
も
一
七
一
一
年
版
に
は
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
ビ
ー
ヒ
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
一
七
二
〇
年
版
以
降
で

は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トV

D
17

は
、
一
六
〇
一
年
か
ら
一
七
〇
〇
年
ま
で
の
一
七

世
紀
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
公
刊
さ
れ
た
文
献
目
録
を
作
成
す
る
事
業
で
あ
る
。

http://w
w

w
.vd17.de/

（
４
）　

ゴ
ー
タ
本
（V

D
17 39:157216U

）
に
お
い
て
、
口
絵
頁
と
表
題
頁
が
連

続
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
未
確
認
で
あ
る
。
口
絵
頁
の
綴
じ
方
は
、
製
本
の
発

注
者
あ
る
い
は
製
本
業
者
の
好
み
で
決
ま
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
）　V

D
17

で
、A

ndreas R
eyher

、Johann M
ichael Schall

、V
itus 

Seckendorff

で
検
索
す
る
と
十
六
件
の
文
献
が
見
つ
か
る
（
二
〇
一
六
年
一

月
現
在
）。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
『
補
遺
』
の
公
刊
前
に
二
人
と
出
版
実
績
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、J. Benzing, D

ie Buchdrucker

の
一
六
二
頁
、

の
か
。

②　

な
ぜ
『
補
遺
』
出
版
地
と
し
て
、
本
文
の
出
版
地
と
敢
え
て
違
う
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
ゴ
ー
タ
の
二
か
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③　

本
文
の
表
題
頁
に
ラ
イ
ヘ
ア
ら
の
名
前
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

④　

本
文
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
、『
補
遺
』
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と

ゴ
ー
タ
で
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
印
刷
さ
れ
た
の
か
。
ゲ
ッ
ツ
ェ
が
本
文
と

補
遺
を
印
刷
す
る
一
方
、
ラ
イ
ヘ
ア
は
、
本
文
は
印
刷
せ
ず
、
補
遺
だ

け
を
印
刷
し
た
の
か
。

⑤　

復
刻
本
は
、
何
を
原
典
に
し
て
復
刻
さ
れ
た
の
か
。

　

復
刻
本
は
、
デ
ト
レ
フ
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ル
マ
ン
Ｋ
Ｇ
出
版
社
（V

erlag 
D

etlev A
uverm

ann K
G

）
か
ら
刊
行
さ
れ
、
ト
ポ
ス
（T

opos

）
社

か
ら
販
売
さ
れ
た
。
紀
伊
國
屋
書
店
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ウ
ヴ
ェ
ル

マ
ン
社
は
、
現
在
、
営
業
を
し
て
お
ら
ず
、
閉
業
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
９
）。

ト
ポ
ス
に
も
こ
の
第
三
版
の
原
典
の
情
報
（
所

蔵
先
あ
る
い
は
所
有
者
）
に
つ
い
て
電
子
メ
ー
ル
で
照
会
中
で
あ
る
が
、

返
答
は
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。

（
１
）　

ゲ
ッ
ツ
ェ
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
生
ま
れ
た
。
三
十
年
戦
争
の
影
響
で
、

父
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
送
り
出
さ
れ
る
。
こ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
彼
は

結
婚
後
、
出
版
業
を
開
業
し
た
。
当
時
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

占
領
さ
れ
て
い
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
出
版
業
の
中

心
地
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
。
ゲ
ッ
ツ
ェ
は
こ
の
地
で
大
成
功
を
収
め
る
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四

und Cam
eral-W

issenschaften ... H
alle, 1729. N

eudruck. V
erlag D

e-
tlev A

uverm
ann K

G. Glashütten im
 T

aunus, 1970.
Joly, C. 

（1663

）: R
ecueil de m

axim
es veritables et im

portantes pour 
l’institution du R

oy. Paris, 1663. 

本
書
は
二
〇
一
五
年
一
〇
月
現
在
、

Google books

で
閲
覧
で
き
る
。

Seckendorff, V
. L. v. 

（1656

）: T
eutscher Fürsten Stat. Franckfurt am

 
M

äyn, 1656. 

初
版
。

Seckendorff, V
. L. v. 

（1656

）: T
eutscher Fürsten Stat. N

un zum
 dritten 

M
ahl übersehen und auffgelegt. A

uch m
it einer gantz-neuen Zugabe. 

Franckfurt am
 M

ain, 1665. 

第
三
版
。

　
　

筆
者
本
Ａ
、
Ｂ

　
　

ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル-

ア
ウ
グ
ス
ト
公
図
書
館
所
蔵
本
：V

D
17 

23:305337Z

　
　

ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
本
：V

D
17 1:691363G

　
　

ゴ
ー
タ
研
究
図
書
館
所
蔵
本
：V

D
17 39:157216U

Seckendorff, V
. L. v. 

（1665

）: A
dditiones O

der Zugaben und E
rleuter-

ungen zu dem
 T

ractat des T
eutschen Fürsten-Stat. D

urch den A
u-

toren selbst, bey dieser neuen Edition, aus Liebe des gem
einen 

Bestens, abgefasset. A
nno 1664. Franckfurt, Gotha, 1665. 

『
補
遺
』

Seckendorff, V
. L. v. 

（1656

）: T
eutscher Fürsten Stat. N

un zum
 drit-

ten M
ahl übersehen und auffgelegt. A

uch m
it einer gantz-neuen 

Zu-gabe. N
achdr. der A

usg., 1665 

（Paedagogica: Q
uellen Schriften 

zur Geschichte der Einheitsschule, Bd. 2

）. 2 Bde. V
erlag D

etlev 
A

uverm
ann. Glashütten im

 T
aunus,1976. 

本
稿
で
は
「
復
刻
本
」
と
表

記
。（
復
刻
本
は
二
巻
本
。）

Seckendorff, V
. L. v. （1656

）: T
eutscher Fürsten Stat. N

un zum
 vierdten

お
よ
び
四
〇
九
頁
以
下
に
ヨ
ハ
ン
・
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ャ
ル
の
記
載
が
あ
る
と
い

う
が
、
著
者
は
未
見
。

（
６
）　

復
刻
に
際
し
て
、
ペ
ー
ジ
数
表
記
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
一
七
三
七
年
復
刻
版
で
は
原
典
に
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、V

orrede
に
ロ
ー
マ
数
字
で
ペ
ー
ジ
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）　

印
刷
用
紙
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ー
ク
（w

a-
term

ark 

透
か
し
模
様
）
な
ど
を
各
版
で
さ
ら
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
８
）　

ガ
ッ
サ
ー
が
使
用
し
た
の
は
、
一
七
二
〇
年
版
で
あ
ろ
う
。

（
９
）　

同
名
の
古
書
籍
商
が
ロ
ン
ド
ン
に
存
在
す
る
が
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で

あ
る
。
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Sum
m

ary
V

eit Ludw
ig von Seckendorff’s T

eutscher Fürsten Stat 
�

（
the 3

rd  edition, 1665）.
�

Prof. H
iroshi K

A
W

A
M

A
T

A
�

N
ihon U

niversity College of law

Seckendorff’s T
eutscher Fürsten Stat is published in 1656, 1660, 1665, 

1670, 1678, 1687, 1695, 1700, 1703, 1711, 1720, 1737, and 1754. I have tw
o 

T
eutschen Fürsten Stat （

the 3
rd edition, 1665）. Staatsbibliothek zu Ber-

lin houses another one （
the 3

rd edition, 1665）. T
here are 3 different ti-

tle pages in them
. T

hey can be distinguished by ‘ZuGabe’, ‘Zu-Gabe’ 
and the ornam

ent on the each title page.

T
he T

okyo U
niversity Library houses Seckendorff’s Zugabe. T

his 
printed papers are also different from

 that of m
y tw

o Zugabe. T
he for-

m
er is thick, and the latters of m

ine is thin.
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